
企業内政治活動の自由

昭
和
四
○
年
頃
か
ら
、
政
治
的
ビ
ラ
・
文
書
の
配
布
、

リ
ボ
ン
・
ワ
ッ
ペ
ン
等
の
着
用
を
め
ぐ
る
企
業
内
政
治
活

動
の
判
例
が
し
だ
い
に
増
加
し
て
き
た
。
し
か
も
、
こ
の

時
期
以
後
の
判
例
の
特
徴
は
、
労
働
組
合
の
決
議
な
い
し

決
定
に
基
づ
く
政
治
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
労
働
者
が
自

己
の
思
想
・
信
条
に
基
づ
い
て
行
な
う
組
合
活
動
性
を
も

た
な
い
政
治
活
動
を
め
ぐ
る
事
例
が
増
加
し
て
き
た
こ
と

で
あ
っ
た
。
労
働
者
が
自
己
の
思
想
・
信
条
に
基
づ
い
て

行
な
う
政
治
活
動
は
、
組
合
活
動
性
を
も
つ
政
治
活
動
と

は
異
な
り
、
使
用
者
の
受
忍
義
務
を
た
だ
ち
に
主
張
し
え

な
い
こ
と
か
ら
、
政
治
活
動
の
自
由
と
経
営
秩
序
と
の
抵

触
問
題
が
よ
り
ス
ト
レ
ー
ト
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る

（
か
か
る
観
点
か
ら
、
労
働
者
の
政
治
活
動
を
扱
っ
た
論
文
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企
業
内
政
治
活
動
の
自
由

は
じ
め
に

一
今
期
判
例
の
概
観

二
就
業
規
則
上
の
政
治
活
動
規
制
条
項
の
効
力

三
休
憩
時
間
中
の
政
治
活
動

四
労
働
協
約
上
の
政
治
活
動
禁
止
条
項
の
効
力

は
じ
め
に

今
期
に
お
い
て
労
働
者
の
政
治
活
動
問
題
を
扱
っ
た
判

例
と
し
て
は
、
①
休
憩
時
間
中
に
会
社
の
許
可
な
く
し
た

健
康
保
険
法
改
悪
・
物
価
値
上
反
対
の
請
願
書
の
署
名
活

動
は
会
社
内
で
の
署
名
活
動
等
の
許
可
制
を
定
め
る
就
業

規
則
に
違
反
す
る
が
、
こ
れ
を
理
由
と
す
る
鑓
責
処
分
は

懲
戒
権
の
濫
用
と
し
て
無
効
と
し
た
三
菱
電
機
静
岡
製
作
所

事
件
（
静
岡
地
判
昭
五
一
・
一
○
・
二
八
、
労
旬
九
一
一
一

号
）
、
②
休
憩
時
間
中
に
会
社
の
許
可
な
く
し
た
日
本
共
産

党
の
推
せ
ん
す
る
立
候
補
者
に
関
す
る
ビ
ラ
配
布
は
、
会

と
し
て
、
籾
井
常
喜
「
政
治
活
動
の
自
由
と
経
営
秩
序
」

転
換
期
に
お
け
る
労
働
組
合
の
権
利
闘
争
所
収
二
七
頁

以
下
、
水
野
勝
「
労
働
者
の
政
治
活
動
と
経
営
秩
序
」
労

旬
七
一
一
一
三
号
、
横
井
・
中
山
・
籾
井
「
経
営
内
に
お
け
る

労
働
者
の
政
治
活
動
と
市
民
的
自
由
」
労
旬
九
三
六
号
参

照
）
。
こ
の
小
稿
で
は
組
合
活
動
性
を
も
た
な
い
労
働
者

の
政
治
活
動
を
め
ぐ
る
今
期
の
判
例
を
取
り
上
げ
、
検
討

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
期
判
例
の
概
観

石
橋

洋
（
法
政
大
学
大
学
院
後
期
課
程
）

わ
が
国
で
は
、
就
業
規
則
に
労
働
者
の
企
業
内
政
治
活

動
に
関
す
る
許
可
条
項
ま
た
は
禁
止
条
項
を
お
い
て
い
る

こ
と
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
労
働
者
の

思
想
・
信
条
の
自
由
（
憲
法
一
九
条
）
お
よ
び
そ
の
表
明

と
し
て
の
表
現
の
自
由
（
憲
法
一
二
条
）
が
、
人
格
権
に

根
ざ
す
根
源
的
権
利
と
し
て
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら

憲
法
上
の
人
権
規
定
が
国
家
対
一
般
国
民
と
の
関
係
で
保

障
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
異
論
は
な
い
が
、
私
人
間

の
行
為
に
対
し
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は

憲
法
学
説
上
争
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
芦
部
信
喜

「
私
人
間
に
お
け
る
基
本
的
人
権
の
保
障
」
基
本
的
人
権

１
所
収
二
五
五
頁
以
下
）
。

社
内
で
の
ビ
ラ
配
布
等
の
許
可
制
を
定
め
る
就
業
規
則
な

い
し
労
働
協
約
違
反
に
該
当
し
な
い
と
し
て
戒
告
処
分
を

無
効
と
し
た
明
治
乳
業
事
件
（
福
岡
地
小
倉
支
判
昭
五
一
・

一
二
・
七
、
労
旬
九
一
一
一
一
一
号
）
、
③
休
憩
時
間
中
に
赤
旗

購
読
を
勧
誘
し
た
行
為
は
会
社
内
に
お
け
る
政
治
活
動
を

禁
止
す
る
就
業
規
則
に
該
当
し
な
い
と
し
て
懲
戒
処
分
を

無
効
と
し
た
東
罐
興
業
事
件
（
横
浜
地
判
昭
五
一
一
・
三
・

一
一
五
、
労
旬
九
三
六
号
）
④
終
業
時
刻
後
に
政
治
的
ビ
ラ

を
配
布
し
た
行
為
が
会
社
内
で
の
政
治
活
動
を
禁
止
す
る

労
働
協
約
違
反
に
該
当
し
、
こ
れ
を
理
由
と
す
る
鑓
責
処

分
を
有
効
と
し
た
日
本
パ
ル
プ
工
業
事
件
（
広
島
高
松
江
支

判
昭
五
二
・
四
・
二
七
、
労
経
速
九
四
七
号
）
の
四
件
が

出
さ
れ
て
い
る
。

二
就
業
規
則
上
の
政
治
活
動

規
制
条
項
の
効
力

１９
労働法律旬報



企業内政治活動の自由

▽
政
治
活
動
規
制
条
項
の
効
力
を
め
ぐ
る
一
一
つ
の
見
解

労
働
法
上
の
多
数
説
お
よ
び
下
級
審
判
例
の
多
く
は
、

憲
法
一
九
条
お
よ
び
二
一
条
を
労
使
間
の
私
的
行
為
に
直

接
適
用
す
る
の
で
な
く
、
民
法
九
○
条
の
「
公
序
」
性
を

媒
介
と
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
就

業
規
則
上
の
政
治
活
動
規
制
条
項
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ

の
効
力
は
た
だ
ち
に
否
定
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
企
業
内
に
お
い
て
労
働
者
の
政
治
活
動
を
規
制
す
る

に
た
る
「
合
理
的
理
由
」
の
有
無
い
か
ん
に
よ
っ
て
判
断

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

従
来
の
判
例
に
お
い
て
、
企
業
内
に
お
け
る
労
働
者
の

政
治
活
動
を
規
制
す
る
「
合
理
的
理
由
」
は
、
一
般
に

「
経
営
秩
序
の
素
乱
」
な
い
し
「
企
業
活
動
の
支
障
」
な

ど
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
労
働
者
の
政
治
活
動

が
、
ど
の
程
度
経
営
秩
序
を
素
乱
し
あ
る
い
は
企
業
活
動

に
支
障
を
き
た
し
た
場
合
に
、
企
業
内
政
治
活
動
を
規
制

す
る
「
合
理
的
理
由
」
と
な
る
か
に
つ
い
て
は
見
解
の
対

立
が
ふ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
抽
象
的
危
険
説
と
具
体
的

危
険
説
の
対
立
が
そ
れ
で
あ
る
。

前
者
に
属
す
る
判
例
と
し
て
は
、
問
谷
製
作
所
仮
処
分

事
件
（
東
京
地
決
昭
四
二
・
七
・
二
八
、
労
民
集
一
八
’

四
）
、
同
本
訴
事
件
（
東
京
地
判
昭
四
五
・
五
・
二
九
、

判
時
六
○
九
号
）
、
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
金
銭
登
録
機
事
件

（
東
京
地
判
昭
四
一
一
・
’
○
・
二
五
、
労
旬
別
冊
六
五
一

号
）
、
横
浜
ゴ
ム
事
件
（
浦
和
地
判
昭
四
三
・
八
・
八
、

労
旬
別
冊
六
八
○
・
｜
号
）
、
同
控
訴
事
件
（
東
京
高
判

昭
四
八
・
九
。
二
七
、
労
判
一
九
○
号
）
な
ど
が
あ
り
、

ま
た
後
者
に
属
す
る
判
例
と
し
て
は
、
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル

金
銭
登
録
機
控
訴
事
件
（
東
京
高
判
昭
四
三
・
一
一
一
・
一
一
一
、

労
旬
別
冊
六
九
九
号
）
、
東
洋
ガ
ラ
ス
事
件
（
横
浜
地
川

崎
支
決
昭
四
一
一
一
・
一
一
・
二
七
、
労
旬
別
冊
六
六
五
号
）
、

日
本
パ
ル
プ
工
業
事
件
（
取
鳥
地
米
子
支
判
昭
五
○
・
四

・
二
一
一
、
労
判
一
一
一
一
九
号
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
前

者
の
判
例
は
政
治
活
動
規
制
条
項
を
原
則
と
し
て
有
効
と

解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
の
判
例
は
こ
れ
を
原

則
と
し
て
無
効
と
し
、
規
制
の
対
象
と
な
る
政
治
活
動
の

範
囲
を
限
定
的
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
糸
、
し
か

も
そ
の
限
り
で
規
制
条
項
の
存
在
を
認
め
て
い
る
（
横
井

芳
弘
「
休
憩
時
間
中
の
政
治
活
動
」
労
働
法
の
判
例
所
収

九
六
頁
）
。

▽
抽
象
的
危
険
説
を
と
る
三
菱
電
機
静
岡
製
作
所
事
件
・

東
罐
興
業
事
件
判
決

今
期
の
判
例
に
お
い
て
抽
象
的
危
険
説
に
属
す
る
も
の

は
、
三
菱
電
機
静
岡
製
作
所
事
件
と
東
罐
興
業
事
件
で
あ

る
。
三
菱
電
機
製
作
所
事
件
で
は
、
企
業
内
政
治
活
動
の

「
許
可
制
」
の
合
理
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

「
｜
般
に
、
報
道
・
宣
伝
・
募
金
・
署
名
運
動
等

は
、
不
特
定
多
数
の
従
業
員
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
就
業
時
間
中
で
あ
る
と
休
憩
時
間

中
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
こ
れ
ら
の
行
動
が
会
社
の
管

理
す
る
企
業
施
設
の
利
用
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
き

、
、

は
、
そ
の
管
理
を
妨
げ
る
虞
れ
が
あ
り
、
就
業
時
間
中

に
行
わ
れ
る
と
き
は
、
そ
の
労
働
者
の
承
な
ら
ず
他
の

労
働
者
の
労
働
義
務
を
妨
げ
、
ま
た
就
業
時
間
外
で
あ

っ
て
も
休
憩
時
間
中
に
行
わ
れ
る
と
き
は
、
他
の
労
働

者
の
休
憩
時
間
の
自
由
な
利
用
を
妨
げ
、
ひ
い
て
は
作

業
能
率
を
低
下
さ
せ
る
虞
れ
が
あ
り
、
更
に
、
こ
れ
ら
の

▽
具
体
的
危
険
説
を
と
る
明
治
乳
業
事
件
判
決

こ
れ
に
対
し
、
具
体
的
危
険
説
に
属
す
る
判
例
は
、
明

治
乳
業
事
件
で
あ
る
。
木
判
決
は
、
会
社
構
内
で
の
ビ
ラ

配
布
の
「
許
可
制
」
の
合
理
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「
（
政
治
活
動
の
）
制
限
は
、
休
憩
時
間
中
に
於
る

会
社
施
設
内
の
政
治
活
動
に
よ
り
、
現
実
か
つ
具
体
的

に
経
営
秩
序
が
素
さ
れ
経
営
活
動
に
支
障
が
生
じ
る
行

為
、
た
と
え
ば
喧
燥
、
強
制
に
わ
た
る
な
ど
し
て
他
の

従
業
員
の
休
憩
時
間
の
自
由
利
用
を
妨
げ
、
ひ
い
て
は

就
労
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で

あ
っ
て
、
か
く
解
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
休
憩
時
間
中
に

行
動
が
特
定
の
主
義
・
主
張
・
信
条
・
宗
教
等
に
基
い

て
無
制
限
に
行
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
従
業
員
間
に
不
必

、
、

要
な
緊
張
や
反
目
を
生
じ
さ
せ
る
虞
れ
が
あ
り
、
と
き

に
は
、
こ
れ
が
原
因
で
、
従
業
員
間
の
融
和
の
崩
壊
や

勤
労
意
欲
の
減
退
を
招
き
、
ひ
い
て
は
会
社
内
に
お
け

る
秩
序
維
持
や
生
産
性
の
向
上
に
ま
で
支
障
を
き
た
す

、
、

虞
れ
が
あ
る
。
従
っ
て
、
一
」
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る

た
め
に
も
、
被
告
は
、
自
己
の
有
す
る
施
設
管
理
権
及

び
構
内
秩
序
維
持
権
に
基
き
、
会
社
構
内
に
お
け
る
署

名
活
動
等
の
規
模
・
態
様
・
場
所
・
時
間
・
期
間
等
を

事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
権
利
を
留
保
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
あ
り
、
会
社
構
内
に
お
け
る
署
名
運
動
等
を
無
制

限
一
律
に
禁
止
す
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、
許
可
制
と
い

う
形
で
会
社
の
判
断
権
を
留
保
す
る
に
留
め
る
こ
と
は

社
会
通
念
上
も
許
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
政
治
活
動

の
自
由
や
休
憩
時
間
の
自
由
利
用
の
権
利
に
対
す
る
一

定
の
合
理
的
な
理
由
に
基
づ
く
制
限
で
あ
（
る
と
。
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企業内政治活動の自由

右
に
承
た
よ
う
に
、
今
期
の
判
例
も
企
業
内
政
治
活
動

の
許
可
制
に
関
し
て
従
来
の
判
例
の
対
立
を
ほ
ぼ
そ
の
ま

ま
受
け
継
い
で
い
る
と
い
え
よ
う
。

労
働
者
の
政
治
活
動
が
企
業
内
で
行
な
わ
れ
る
と
き
、

た
し
か
に
そ
の
活
動
は
労
務
指
揮
権
な
い
し
施
設
管
理
権

に
基
づ
く
使
用
者
の
経
営
秩
序
維
持
の
権
能
と
の
抵
触
問

題
を
生
ず
る
。
し
か
も
、
組
合
活
動
性
を
も
た
な
い
労
働

者
の
政
治
活
動
は
、
組
合
活
動
性
を
も
つ
場
合
と
異
な
り

団
結
権
行
使
と
し
て
憲
法
二
八
条
上
の
特
殊
労
働
法
的
保

護
を
受
け
え
ず
、
た
だ
ち
に
は
使
用
者
の
受
忍
義
務
を
導

き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
政
治
活
動
の
自
由

が
人
格
権
に
根
ざ
す
根
源
的
権
利
と
し
て
最
大
限
に
尊
重

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
労
使
関
係
と
い
う
私
的
自
治
の
場

に
お
い
て
も
公
序
と
し
て
妥
当
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
活
動
の
自
由
の
制
約
は
、

企
業
内
と
い
え
ど
も
必
要
最
小
限
度
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
就
業
規
則
上
労
働
者
の
企
業
内
政
治

活
動
の
許
可
条
項
ま
た
は
禁
止
条
項
を
定
め
て
い
る
と
否

と
を
問
わ
ず
、
経
営
秩
序
を
侵
害
す
る
抽
象
的
危
険
性
を

も
っ
て
そ
の
活
動
を
規
制
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
具
体
的

か
つ
現
実
的
に
経
営
秩
序
を
侵
害
す
る
場
合
に
の
ゑ
規
制

し
う
る
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

於
け
る
従
業
員
の
政
治
活
動
を
制
限
す
る
規
定
の
有
効

性
が
根
拠
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
」
。

三
休
憩
時
間
中
の
政
活
治
動

Ｑ

’
一
一
一
菱
電
機
静
岡
製
作
所
事
件
・
静
岡
地
判

休
憩
時
間
は
使
用
者
の
労
務
指
揮
権
か
ら
完
全
に
解
放

さ
れ
て
い
る
時
間
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
ど
の
よ
う
な
目

的
に
利
用
し
よ
う
と
労
働
者
の
自
由
で
あ
る
。
労
基
法
三

四
条
三
項
は
こ
の
事
理
を
確
認
的
に
規
定
し
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
が
休
憩
時
間
中
に
政
治

活
動
を
行
な
う
の
も
自
由
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
使
用
者

の
干
渉
を
何
ら
受
け
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
休
憩

時
間
中
の
政
治
活
動
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
就
業
時

間
中
の
他
の
労
働
者
の
業
務
を
妨
害
し
て
は
な
ら
な
い

し
、
ま
た
使
用
者
の
物
的
施
設
管
理
権
と
そ
れ
に
付
随
す

る
経
営
規
律
に
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
や
む
を

え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
籾
井
「
前
掲
論
文
」
一
三
一
一
一
’

四
頁
、
水
野
勝
「
企
業
内
政
治
活
動
禁
止
条
項
の
合
理
的

事
由
と
許
可
制
」
労
判
二
六
六
号
一
七
頁
）
。

今
期
の
判
例
で
は
、
三
菱
電
機
静
岡
製
作
所
事
件
は
、

労
基
法
一
一
一
四
条
三
項
の
休
憩
時
間
自
由
利
用
の
原
則
を

「
使
用
者
が
労
働
者
に
作
為
義
務
を
課
す
な
ど
し
て
そ
の

休
憩
を
妨
げ
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
使
用
者

が
、
あ
る
労
働
者
に
対
し
て
、
他
の
労
働
者
の
休
憩
時
間

の
自
由
な
利
用
を
妨
げ
、
ひ
い
て
は
作
業
能
率
を
低
下
さ

せ
る
慮
の
あ
る
方
法
で
休
憩
時
間
を
利
用
す
る
こ
と
や
、

使
用
者
の
施
設
管
理
権
を
侵
害
し
た
り
、
職
場
規
律
の
維

持
を
乱
す
よ
う
な
方
法
で
休
憩
時
間
を
利
用
す
る
こ
と
ま

で
許
す
義
務
を
負
う
趣
旨
で
は
な
い
」
と
解
し
た
う
え

で
、
使
用
者
は
施
設
管
理
権
や
職
場
秩
序
維
持
権
に
基
づ

き
合
理
的
範
囲
内
で
休
憩
時
間
中
の
政
治
活
動
を
制
約
し

う
る
、
と
す
る
。

こ
の
見
解
は
従
来
の
支
配
的
判
例
（
前
掲
間
谷
製
作
所

仮
処
分
事
件
、
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
金
銭
登
録
機
事
件
一
審

判
決
等
）
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
二
つ

の
点
に
疑
問
が
あ
る
（
水
野
「
前
掲
論
文
」
一
八
頁
）
。

第
一
は
、
休
憩
時
間
自
由
利
用
の
趣
旨
の
把
握
に
関
し

て
で
あ
る
。
も
し
自
由
利
用
が
作
為
義
務
を
課
さ
な
い
こ

と
で
あ
る
と
解
す
れ
ば
、
労
基
法
三
四
条
一
項
の
休
憩
付

与
の
規
定
の
承
で
た
り
、
同
条
三
項
の
規
定
を
無
視
す
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
休
憩
時
間
を
作
為
義
務
か
ら
の
解

放
と
と
ら
え
る
こ
と
は
、
休
憩
時
間
が
労
働
力
の
維
持
培

養
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
の
労
務
指
揮
権
か
ら

解
放
さ
れ
た
休
息
権
の
具
体
化
と
し
て
の
意
味
を
軽
視
し

て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
は
、
他
の
労
働
者
の
休
憩
時
間
の
自
由
な
利
用
を

妨
げ
、
「
ひ
い
て
は
作
業
能
率
を
低
下
さ
せ
る
虞
れ
」
が

あ
る
こ
と
を
休
憩
時
間
中
の
政
治
活
動
を
規
制
す
る
合
理

的
理
由
の
一
つ
と
な
し
う
る
か
に
関
し
て
で
あ
る
。
た
し

か
に
、
休
憩
時
間
は
疲
労
を
回
復
す
る
と
い
う
効
果
を
も

た
ら
す
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
第
二
義
的
な
も
の
で
あ

り
、
労
基
法
三
四
条
の
趣
旨
に
は
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
。

問
題
は
他
の
労
働
者
の
休
憩
時
間
の
自
由
利
用
を
妨
害

す
る
政
治
活
動
を
使
用
者
が
規
制
し
う
る
か
で
あ
る
。
休

憩
時
間
中
に
平
穏
に
ビ
ラ
を
配
布
し
、
署
名
活
動
を
行
な

う
な
ど
の
行
為
は
、
た
と
え
異
な
る
思
想
・
信
条
を
も
つ

者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
他
の
労
働
者
の
休
憩

を
妨
害
し
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
ら

の
行
為
が
強
制
、
暴
力
な
ど
を
と
も
な
う
場
合
に
は
規
制

の
対
象
と
な
り
う
る
と
い
え
よ
う
。
結
局
、
休
憩
時
間
中

の
政
治
活
動
が
他
の
労
働
者
の
休
憩
を
妨
害
す
る
こ
と
が

あ
る
と
し
て
も
、
休
憩
時
間
が
使
用
者
の
労
務
指
揮
権
か

ら
完
全
に
解
放
さ
れ
た
時
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

そ
れ
は
原
則
と
し
て
労
働
者
相
互
の
自
治
で
も
っ
て
処
理

さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
施
設
管
理
上
の
必
要
も
な
い
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企業内政治活動の自由

労
働
協
約
上
の
政
治
活
動
禁
止
条
項
は
、
使
用
者
に
よ

っ
て
一
方
的
に
制
定
さ
れ
る
就
業
規
則
の
場
合
と
は
異
な

り
、
団
結
意
思
を
介
し
て
い
る
た
め
法
的
に
困
難
な
問
題

を
生
ず
る
。
日
本
パ
ル
プ
エ
業
事
件
は
、
そ
の
第
一
審
判

決
が
「
協
約
自
治
の
限
界
と
労
働
者
の
政
治
活
動
の
自

由
」
の
問
題
を
提
起
す
る
始
め
て
の
事
例
と
し
て
注
目
さ

れ
た
。
本
件
は
そ
の
控
訴
審
判
決
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
「
組
合
ま
た
は
組
合
員
は
会
社
の
施
設
を

利
用
し
、
ま
た
は
構
内
で
政
治
活
動
を
し
な
い
」
と
い
う

会
社
と
組
合
と
の
間
の
了
解
事
項
の
解
釈
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
。
判
決
は
、
第
一
審
判
決
と
同
様
に
政
治
活
動
禁

止
条
項
の
規
範
的
効
力
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
第
一

審
判
決
が
か
か
る
条
項
の
規
範
的
効
力
を
「
職
場
規
律
も

広
い
意
味
で
は
労
組
法
一
六
条
に
い
う
『
労
働
者
の
待
遇

に
関
す
る
基
準
』
に
包
含
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
こ
と
か

ら
ス
ト
レ
ー
ト
に
導
き
出
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
本
判

決
は
「
職
場
規
律
の
中
で
も
政
治
活
動
の
自
由
の
よ
う
な

基
本
的
自
由
権
に
か
か
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
例
外
的
に

組
合
は
処
分
権
能
を
有
し
な
い
と
解
す
る
余
地
も
な
い
で

も
な
い
が
」
と
一
応
留
保
し
た
う
え
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「
少
な
く
と
も
後
述
の
よ
う
な
施
設
管
理
権
に
よ
る

の
に
使
用
者
側
か
ら
一
方
的
に
規
制
す
る
が
ご
と
き
は
権

限
の
な
い
政
治
活
動
禁
止
と
し
て
批
判
を
ま
ぬ
が
れ
な
い

だ
ろ
う
（
籾
井
「
前
掲
論
文
」
’
’
’
一
三
頁
、
’
一
一
一
七
頁
）
。

四
労
働
協
約
上
の
政
治
活
動

禁
止
条
項
の
効
カ

ー
日
本
パ
ル
プ
工
業
事
件
・
広
島
高
裁
松
江
支
判

労
働
協
約
が
使
用
者
と
労
働
組
合
と
の
間
の
「
合
意
」

で
あ
る
以
上
、
労
使
が
労
働
協
約
の
一
条
項
と
し
て
政
治

活
動
の
禁
止
ま
た
は
許
可
制
を
締
結
す
る
こ
と
は
法
的
に

自
由
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
条
項
が
組
合
と
し
て
行

な
う
政
治
活
動
と
同
時
に
、
個
々
の
組
合
員
が
行
な
う
政

治
活
動
を
も
規
制
し
う
る
効
力
を
有
す
る
か
否
か
は
「
協

約
自
治
の
限
界
」
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
学
説
の
支
配
的
見
解
は
、
理
論
構
成
の
差
異
は

あ
れ
、
労
働
協
約
上
の
政
治
活
動
禁
止
条
項
が
組
合
と
し

て
行
な
う
政
治
活
動
を
自
己
抑
制
す
る
約
束
と
し
て
の
効

力
は
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
以
上
に
わ
た
り
個
々
の
労
働
者

が
行
な
う
政
治
活
動
を
抑
制
し
う
る
も
の
で
は
な
い
、
換

言
す
れ
ば
協
約
に
よ
る
集
団
的
規
制
の
範
囲
外
に
あ
る
と

し
て
い
る
（
近
藤
昭
雄
「
協
約
自
治
の
限
界
と
政
治
活
動

禁
止
条
項
の
効
力
」
一
三
九
号
九
頁
気
清
正
寛
「
労
働
協

約
・
就
業
規
則
に
よ
る
人
権
規
制
の
効
力
」
労
旬
九
一
九

号
一
五
’
六
頁
、
竹
下
英
男
「
企
業
内
政
治
活
動
の
法

理
」
季
労
九
一
号
三
一
一
一
’
六
頁
、
後
藤
清
「
労
働
協
約
に

よ
る
集
団
的
規
制
の
限
界
」
民
商
七
五
巻
二
号
一
八
五
Ｉ

一
方
的
な
制
約
が
可
能
と
さ
れ
る
限
り
で
は
、
こ
の
種

の
事
項
に
つ
い
て
も
組
合
に
処
分
権
能
を
認
め
、
労
使

間
で
論
議
を
尽
く
し
て
適
当
か
つ
一
般
的
な
基
準
を
設

定
す
る
こ
と
を
認
め
る
方
が
労
働
者
の
利
益
保
護
の
観

点
か
ら
も
他
の
労
働
者
の
待
遇
に
関
す
る
諸
基
準
と
の

間
の
総
合
的
な
調
整
を
は
か
る
う
え
か
ら
い
っ
て
も
合

理
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
労
働
協
約
上
の
定

め
が
個
々
の
組
合
員
に
規
範
的
効
力
を
及
ぼ
す
も
の
と

解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
」
。

六
頁
、
沼
田
稲
次
郎
「
労
働
協
約
の
締
結
と
運
用
」
八
六

頁
以
下
、
沼
田
・
蓼
沼
・
横
井
共
著
「
労
働
協
約
読
本
」

’
九
九
頁
以
下
）
。

な
お
、
本
判
決
は
企
業
内
に
お
け
る
労
働
者
の
政
治
活

動
を
労
働
協
約
上
一
般
的
に
禁
止
し
う
る
「
合
理
的
理

由
」
と
し
て
、
ビ
ラ
貼
り
、
集
会
、
示
威
行
進
等
の
よ
う

な
行
為
と
ビ
ラ
配
布
行
為
を
区
別
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
「
企
業
施
設
の
維
持
、
保

全
と
直
接
か
か
わ
り
の
あ
る
行
為
や
職
場
の
物
理
的
、
客

観
的
な
環
境
を
乱
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
」
で
あ
り
、
一

般
に
こ
れ
を
禁
止
す
る
合
理
的
理
由
が
あ
る
と
す
る
。
こ

れ
に
対
し
、
後
者
の
よ
う
に
職
場
の
物
理
的
環
境
に
顕
著

な
影
響
を
及
ぼ
す
と
は
い
い
が
た
い
態
様
の
政
治
活
動
は

「
企
業
内
に
政
治
的
な
、
あ
る
い
は
感
情
的
な
対
立
を
ひ

き
起
こ
し
又
は
こ
れ
を
激
化
さ
せ
る
危
険
を
包
蔵
す
る
と

い
う
抽
象
的
な
理
由
の
糸
を
も
っ
て
直
ち
に
こ
れ
を
禁
止

す
る
合
理
的
な
理
由
と
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
活
動

の
態
様
が
現
に
他
の
従
業
員
間
の
感
情
対
立
を
招
く
よ
う

な
や
り
方
で
な
さ
れ
る
と
か
、
企
業
秩
序
に
具
体
的
に
好

ま
し
く
な
い
影
響
を
与
え
る
場
合
に
限
っ
て
禁
止
の
合
理

的
理
由
が
あ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
就
業
規
則
上
の
政
治
活
動
規
制
条
項
の
と

こ
ろ
で
既
述
し
た
抽
象
的
危
険
説
あ
る
い
は
具
体
的
危
険

説
の
い
ず
れ
に
も
属
し
な
い
中
間
的
な
立
場
と
解
す
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
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